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４ 調査対象 

（１）小学校（１年～６年）：全公立小学校（分校含む）・全児童（質問紙調査は４年生以上） 
（２）中学校（１年～３年）：全公立中学校・全生徒 

（３）高等学校（１年～４年）：全公立高等学校・全生徒（定時制を含む） 

 

※ 調査は、全校種・全学年・全児童生徒・全項目の実施を原則とする。 

ただし、校舎改築や運動場整備等の事情により、実施が困難な場合には、その項目を実施し

ないことができるものとするが、調査期間内に整備等が終了し、実施が可能となった場合には、

調査を実施するものとする。 

また、健康上実施が困難な児童生徒についても同様とするが、その場合においても、調査期

間内に、健康が回復した場合には個別に調査を実施するものとする。 

     

５ 調査結果の用紙等のダウンロード・入力について【結果報告業務の手順 ver1.3 参照】 

（１）ダウンロード：必ず校務用パソコンを使用し、大分県教育委員会ＨＰ→体育・スポーツ→学校体

育→児童生徒の体力・運動能力「平成２９年度大分県児童生徒の体力・運動能力

等調査」における結果入力について → http://oen.oita-ed.jp/tairyoku/   各校

種のシート等をダウンロード。 

（２）入 力   ：２０１７年度の各校種のシートに入力。過去のシートでは提出不可能。 

 

※ 小学校４年生以上が実施する生活習慣等に関する調査について、質問紙は、上記「各校種シート」

を開き、下のタブから「アンケート用紙」を選択し、各学校で印刷して使用する。 

  ※ 入力シート（エクセル）のマクロ等を改変しないこと。 

 

６ 調査結果の提出 

（１） 対象：調査を実施した全ての学校・全ての児童生徒（特別支援学校は提出の必要はありません） 

 （２）期間：平成２９年７月３日（月）～平成２９年９月１日（金） 

  （３）入力をしたエクセルシートを、「体力テスト結果報告業務手順 ver1.3」を参照し、その中に示し

てある手順に従って提出。 

（４）作業は、校務用パソコンを使用し、上記「平成２９年度大分県児童生徒の体力・運動能力等調査」

における結果入力について →  http://oen.oita-ed.jp/tairyoku/  から提出。 

  
７ その他 

（１）新体力テストの実施要項については、別添参考資料３‐１、３‐２を参照とすること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

 

 

（２）入力シート（集計ソフト）では、学校の平均値や体力・運動能力調査と生活習慣等調査のクロス

集計、個人判定票を利用し、児童生徒の実態に応じた指導や体力の向上に活用すること。 

（３）問い合わせ：【  調査について  】体育保健課学校体育班        097-506-5639 

：【提出等操作について】県教育委員会ヘルプデスク  097-506-5466(5467.5468) 

 

実施上の一般的注意 【スポーツ庁「新体力テスト実施要項（６歳～１１歳対象）」から一部抜粋】 

１ テスト実施に当たっては、被測定者の健康状態を十分把握し、事故防止に万全の注意を払う。特に、

医師から運動を禁止または制限されている者はもちろん、 当日身体の異常（発熱、倦怠感など）を

訴える者には行わない。なお、１年生については、健康診断実施後に行う。 

２ 熱中症による事故を防ぐため、テストを実施する際は、「熱中症を予防しよう－知って防ごう熱中

症（独立行政法人日本スポーツ振興センター）」等を参考とする。また、十分に水分補給することが

できるようにすることや、日よけを設けること、換気を十分に行うことなど適切な配慮をする。 

３ テストは定められた方法のとおり正確に行う。また、低学年の場合は、あらかじめテスト運動に慣

らしておくことが望ましい。 

４ テスト前後には、適切な準備運動及び整理運動を行う。 

５ テスト場の整備、器材の点検を行う。 

６ テストの順序は定められてはいないが、２０ｍシャトルラン（往復持久走）は最後に実施する。 

２ 平成２９年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 
 

 

１ 調査の目的 

(１) 子供の体力・運動能力等の状況に鑑み、国が全国的な子供の体力・運動能力の状況を

把握・分析することにより、子供の体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を検

証し、その改善を図る。 

(２) 各教育委員会、各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力・

運動能力の向上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのよう

な取組を通じて、子供の体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確

立する。 

(３) 各国公私立学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣、生活習慣、食習慣等を把

握し、学校における体育･健康等に関する指導などの改善に役立てる。 

 

２ 調査の対象とする児童生徒 

国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象。 

(１) 小学校調査 

小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年 

(２) 中学校調査 

中学校第２学年、中等教育学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年 

ただし、特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒について

は、その障害の状態等を考慮して、参加の是非を適切に判断。 

 

３ 調査事項 

(１) 児童生徒に対する調査 

ア 実技に関する調査（測定方法等は新体力テストと同様） 

［８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、

立ち幅とび、ソフトボール投げ（中学校はハンドボール投げ） 

（※中学校は、持久走か20ｍシャトルランのどちらかを選択） 

イ 質問紙調査 

・運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査 

(２) 学校に対する質問紙調査 

・子供の体力・運動能力等の向上に係る取組等に関する質問紙調査 

(３) 教育委員会に対する質問紙調査 

・子供の体力・運動能力等の向上に係る施策等に関する質問紙調査 

 

４ 調査実施日 

（１）実技調査実施期間：平成２９年４月から７月末までの期間 

（２）児童生徒質問紙調査：調査票到着から７月末までの期間 

（３）学校質問紙調査：調査票到着から７月末までの期間 

 

 

５ 調査校数（国立・公立、私立） 

３０，７２６校（小学校２０，１３７校、中学校１０，５８９校） 

 

 

 

 

 



− 42 −

６ 大分県児童生徒の状況 

（１）調査校数・児童生徒数（公立） 

① 小学校（２５３校、男子４，９３５名、女子４，８６３名：特別支援学校含む） 

② 中学校（１３１校、男子４，６７９名、女子４，４７１名：特別支援学校含む） 

 

（２） 体力合計点による全国順位【資料１】 

① 小学校５年男子 ５位（九州１位）（参考Ｈ20：32位）過去最高 

② 小学校５年女子 ７位（九州１位）（参考Ｈ20：40位）   

③ 中学校２年男子 ８位（九州１位）（参考Ｈ20：39位） 

④ 中学校２年女子１５位（九州２位）（参考Ｈ20：43位） 

 

（３） 全国平均以上の項目数（８項目中）【資料２】【資料３】【資料４】 

① 小学校５年男子 ８（Ｈ28：８）  

② 小学校５年女子 ８（Ｈ28：８） 

③ 中学校２年男子 ８（Ｈ28：７）過去最高 

④ 中学校２年女子 ５（Ｈ28：６） 

 

（４） 各調査項目の結果【資料２】【資料３】【資料４】 

① 小５男女は、全項目で全国平均を上回り、体力合計点も過去最高値（Ｈ２０の調査開 

始以降、以下同じ）となった。 

② 小５男子は８項目中６項目、小５女子は８項目中５項目で過去最高値となった。 

・小５男子：上体起こし、長座体前屈、反復横とび、シャトルラン、５０ｍ走、立ち幅とび 

・小５女子：上体起こし、長座体前屈、シャトルラン、５０ｍ走、立ち幅とび 

③ 中２男子は９項目中３項目、中２女子は９項目中４項目で過去最高値となった。 

・中２男子：上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

・中２女子：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

④ 中２男子は、これまで課題であった５０ｍ走が昨年度に引き続き全国平均を上回ると  

ともに、上体起こしが始めて全国平均を上回った。 

 

（５） 体力総合評価【資料５】 

① 総合評価がＣ以上の児童生徒の割合は、小・中学生男女全て全国平均を上回り、過去 

最高値となった。 

 

（６） 児童生徒質問紙による調査結果【資料７】 

① １週間当たりの運動実施時間は、小・中学生男女ともに過去最高値となり、中２女子 

を除き全国平均を上回った。 

② １週間当たりの総運動時間６０分未満の割合は、小・中学生男女ともに過去最低値と 

なり、全国平均を下回った。 

(1) 小５男子   ５．９％（全国  ６.３％） 

(2) 小５女子 １０．２％（全国１１.６％） 

(3) 中２男子   ３．７％（全国  ６.０％） 

(4) 中２女子 １５．４％（全国１９.１％） 

③ 運動やスポーツへの愛好度は、「好き」「やや好き」と回答した割合が、中学生男女

ともに全国平均を上回った。 

 

（７） 学校質問紙による調査結果【資料８】 

① 小学校においては、「学校全体で体力・運動能力向上の目標設定」「調査結果を踏ま 

えた授業等の工夫・改善」「体力・運動能力向上に関する取組、体育の授業における指 

導方法の工夫・改善についての教職員の関わり方」「家庭へ体力向上に係る説明・呼び 

かけ」の項目で全国平均を１０ポイント以上上回った。 

※中学校は持久走かシャトルランの 

 どちらかを選択 

② 中学校においては、「学校全体で体力・運動能力向上の目標設定」「保健体育の授業 

  で体力・運動能力向上の取組」「体力・運動能力向上に関する取組、体育の授業におけ 

る指導方法の工夫・改善についての教職員の関わり方」「家庭へ体力向上に係る説明・ 

呼びかけ」の項目で全国平均を１０ポイント以上上回った。 

 

７ 考察 

（１） 成果とその分析 

① 「体力合計点による全国順位」や「各調査項目の結果」などから、本県児童生徒の体力・ 

運動能力は確実に向上していることが明らかとなった。 

② 総合評価がＤ、又はＥの児童生徒の割合は減少しており、全体的な体力の底上げが図ら 

れていると判断できる。   

③ 本県では、各学校が体力向上のための目標を設定し、組織的・計画的な取組を行ってお 

り、児童生徒の運動実施頻度が高まってきた。 

児童生徒の１週間当たりの運動実施時間（体育の授業を除く）は、全国平均を小５男子 

で約６９分、小５女子で約５０分、中２男子で約３７分上回っており、このことが調査結 

果に反映されたものと考えられる。 

(1) 小５男子 684.6分（全国比＋68.8分）Ｈ28：655.9分 

(2) 小５女子 425.0分（全国比＋50.3分）Ｈ28：400.1分 

(3) 中２男子 1007.4分（全国比＋36.5分）Ｈ28：984.6分 

(4) 中２女子 697.6分（全国比－ 1.7分）Ｈ28：696.8分 

     

（２） 課題及び今後に向けて 

① 調査項目については、中学生女子の上体起こし、シャトルランが課題である。 

経年的な変化をみるとゆるやかな向上傾向がみられるものの、全国平均には届いてい

ない。「力強さ・粘り強さ（動きを持続させる能力）」を育む取り組みを引き続き推進

していきたい。 

② 「１週間の総運動時間６０分未満の割合」は、昨年度に比べ、それぞれ割合が減少して 

いるものの、小・中ともに女子の割合が高い。運動の喜びや楽しさを喚起する取組を推進  

していくことにより、「１週間の総運動時間６０分未満の割合」を今後さらに減少させて  

いきたい。 

  ③ 「運動やスポーツへの愛好度の割合」が、小・中学生男女ともに平成２６年度頃から 

増えていない。運動やスポーツが苦手・嫌いと感じている児童生徒にも「わかる」「で 

きる」「たのしい」授業や活動を推進し、「運動やスポーツへの愛好度」を高めていき 

たい。 

④ 今後の目標としては、全国順位や全国平均との比較に終わらず、運動の日常化と生活習 

慣改善の取り組みとを関連させた取り組みを推進することで、体力がピークといわれる 

昭和６０年頃の水準を目指していきたい。  
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６ 大分県児童生徒の状況 

（１）調査校数・児童生徒数（公立） 

① 小学校（２５３校、男子４，９３５名、女子４，８６３名：特別支援学校含む） 

② 中学校（１３１校、男子４，６７９名、女子４，４７１名：特別支援学校含む） 

 

（２） 体力合計点による全国順位【資料１】 

① 小学校５年男子 ５位（九州１位）（参考Ｈ20：32位）過去最高 

② 小学校５年女子 ７位（九州１位）（参考Ｈ20：40位）   

③ 中学校２年男子 ８位（九州１位）（参考Ｈ20：39位） 

④ 中学校２年女子１５位（九州２位）（参考Ｈ20：43位） 

 

（３） 全国平均以上の項目数（８項目中）【資料２】【資料３】【資料４】 

① 小学校５年男子 ８（Ｈ28：８）  

② 小学校５年女子 ８（Ｈ28：８） 

③ 中学校２年男子 ８（Ｈ28：７）過去最高 

④ 中学校２年女子 ５（Ｈ28：６） 

 

（４） 各調査項目の結果【資料２】【資料３】【資料４】 

① 小５男女は、全項目で全国平均を上回り、体力合計点も過去最高値（Ｈ２０の調査開 

始以降、以下同じ）となった。 

② 小５男子は８項目中６項目、小５女子は８項目中５項目で過去最高値となった。 

・小５男子：上体起こし、長座体前屈、反復横とび、シャトルラン、５０ｍ走、立ち幅とび 

・小５女子：上体起こし、長座体前屈、シャトルラン、５０ｍ走、立ち幅とび 

③ 中２男子は９項目中３項目、中２女子は９項目中４項目で過去最高値となった。 

・中２男子：上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

・中２女子：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

④ 中２男子は、これまで課題であった５０ｍ走が昨年度に引き続き全国平均を上回ると  

ともに、上体起こしが始めて全国平均を上回った。 

 

（５） 体力総合評価【資料５】 

① 総合評価がＣ以上の児童生徒の割合は、小・中学生男女全て全国平均を上回り、過去 

最高値となった。 

 

（６） 児童生徒質問紙による調査結果【資料７】 

① １週間当たりの運動実施時間は、小・中学生男女ともに過去最高値となり、中２女子 

を除き全国平均を上回った。 

② １週間当たりの総運動時間６０分未満の割合は、小・中学生男女ともに過去最低値と 

なり、全国平均を下回った。 

(1) 小５男子   ５．９％（全国  ６.３％） 

(2) 小５女子 １０．２％（全国１１.６％） 

(3) 中２男子   ３．７％（全国  ６.０％） 

(4) 中２女子 １５．４％（全国１９.１％） 

③ 運動やスポーツへの愛好度は、「好き」「やや好き」と回答した割合が、中学生男女

ともに全国平均を上回った。 

 

（７） 学校質問紙による調査結果【資料８】 

① 小学校においては、「学校全体で体力・運動能力向上の目標設定」「調査結果を踏ま 

えた授業等の工夫・改善」「体力・運動能力向上に関する取組、体育の授業における指 

導方法の工夫・改善についての教職員の関わり方」「家庭へ体力向上に係る説明・呼び 

かけ」の項目で全国平均を１０ポイント以上上回った。 

※中学校は持久走かシャトルランの 

 どちらかを選択 

② 中学校においては、「学校全体で体力・運動能力向上の目標設定」「保健体育の授業 

  で体力・運動能力向上の取組」「体力・運動能力向上に関する取組、体育の授業におけ 

る指導方法の工夫・改善についての教職員の関わり方」「家庭へ体力向上に係る説明・ 

呼びかけ」の項目で全国平均を１０ポイント以上上回った。 

 

７ 考察 

（１） 成果とその分析 

① 「体力合計点による全国順位」や「各調査項目の結果」などから、本県児童生徒の体力・ 

運動能力は確実に向上していることが明らかとなった。 

② 総合評価がＤ、又はＥの児童生徒の割合は減少しており、全体的な体力の底上げが図ら 

れていると判断できる。   

③ 本県では、各学校が体力向上のための目標を設定し、組織的・計画的な取組を行ってお 

り、児童生徒の運動実施頻度が高まってきた。 

児童生徒の１週間当たりの運動実施時間（体育の授業を除く）は、全国平均を小５男子 

で約６９分、小５女子で約５０分、中２男子で約３７分上回っており、このことが調査結 

果に反映されたものと考えられる。 

(1) 小５男子 684.6分（全国比＋68.8分）Ｈ28：655.9分 

(2) 小５女子 425.0分（全国比＋50.3分）Ｈ28：400.1分 

(3) 中２男子 1007.4分（全国比＋36.5分）Ｈ28：984.6分 

(4) 中２女子 697.6分（全国比－ 1.7分）Ｈ28：696.8分 

     

（２） 課題及び今後に向けて 

① 調査項目については、中学生女子の上体起こし、シャトルランが課題である。 

経年的な変化をみるとゆるやかな向上傾向がみられるものの、全国平均には届いてい

ない。「力強さ・粘り強さ（動きを持続させる能力）」を育む取り組みを引き続き推進

していきたい。 

② 「１週間の総運動時間６０分未満の割合」は、昨年度に比べ、それぞれ割合が減少して 

いるものの、小・中ともに女子の割合が高い。運動の喜びや楽しさを喚起する取組を推進  

していくことにより、「１週間の総運動時間６０分未満の割合」を今後さらに減少させて  

いきたい。 

  ③ 「運動やスポーツへの愛好度の割合」が、小・中学生男女ともに平成２６年度頃から 

増えていない。運動やスポーツが苦手・嫌いと感じている児童生徒にも「わかる」「で 

きる」「たのしい」授業や活動を推進し、「運動やスポーツへの愛好度」を高めていき 

たい。 

④ 今後の目標としては、全国順位や全国平均との比較に終わらず、運動の日常化と生活習 

慣改善の取り組みとを関連させた取り組みを推進することで、体力がピークといわれる 

昭和６０年頃の水準を目指していきたい。  


